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本報告書は、令和5年度スポーツ庁委託事業として、株式会社eiiconが実施し
たスポーツ産業の成長促進事業「スポーツオープンイノベーション推進事業
（地域版SOIPの先進事例形成）」の成果を取りまとめたものです。
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手続きが必要で
す。
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Sports Open Innovation Platform (SOIP)とは「スポーツ×●●」  で
新たな価値の創出を促進する場である。

01-1. 地域版SOIPの概要 – SOIPとは
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SOIP推進の目的は、スポーツの場におけるオープンイノベーションを促進し、
スポーツ市場の裾野を拡大。スポーツの成長産業化を目指す。

01-1. 地域版SOIPの概要 – SOIPの目的
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5.5兆円
2015年度

2025年度（第 3 期スポーツ基本計画）

スポーツ市場規模
拡大を目指す



地域へ実際に社会実装されることをゴールにスポーツ× 他産業× 地域企業・
自治体での共創を狙ったプログラムを実施。

01-1. 地域版SOIPの概要 – 地域版SOIPの目的
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スポーツ×○○で新たなビジネスを創出



地域版SOIPは過去2年間の取り組みで 20の共創事例 を創出。

01-2. 地域版SOIPの概要 – 過去2年の実績 

長野県スキー連盟 <スキー>

信州ブレイブウォリ
アーズ

<バスケ>

松本山雅FC <サッカー>

令和3年・4年度 北海道エリア
地域パートナー (株)北海道二十一世紀総合研究所

令和3年 沖縄エリア
地域パートナー (株)レジスタ

スポーツデータバンク沖縄(株)

レバンガ北海道 <バスケ>

レッドイーグルス
北海道

<サッカー>

北海道コンサドーレ
札幌

<サッカー>

ヴォレアス北海道 <バレーボール>

エスポラーダ
北海道

<フットサル>

FC琉球 <サッカー>

琉球アスティーダ <卓球>

東北楽天ゴールデン
イーグルス

<野球>

令和4年 甲信越・北陸エリア
地域パートナー 一般社団法人 長野ITコラボレーションプラットフォーム

(NICOLLAP)

令和3年 中国エリア
地域パートナー

サンフレッチェ
広島

<サッカー>

広島ドラゴン
フライズ

<バスケ>

レノファ山口 <サッカー>

伊藤忠ファッションシステム(株)

令和3年 関西エリア
地域パートナー

ガンバ大阪 <サッカー>

NTTドコモレッド
ハリケーンズ大阪

<ラグビー>

関西学院大学 
競技スポーツ局

<マルチスポーツ>

大阪商工会議所 令和4年度 東海エリア
地域パートナー 中日新聞社

名古屋グランパス <サッカー>

名古屋ダイヤモンドド
ルフィンズ

<バスケ>

豊田合成記念体育
館エントリオ

<バレーボール>

中日新聞スポーツ事
業部

<マラソン>
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地域版SOIP 第一章の集大成と位置づけ、スポーツを通じた社会課題の解決や新規
事業の創出に繋げる。新たなステージに向けた全国への展開、そして“地域”と共に
事業を展開することを重視したプログラムを構成。

01-2. 地域版SOIPの概要 – 令和5年度の基本方針
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〇“地域”が最も重要な要素であること
- “地域”が中心となり、“地域“を巻き込み、“地域”に根ざし、“地域”からの発信すること

〇全国へ展開浸透させていくため、地域間の繋がりをいかすこと
- 地域パートナー同士の横のつながり促進
- 今年度に参加地域パートナー間、過年度参加の地域パートナーとの前後の繋がり

〇着火→ブーストから、本格的な“社会実装・事業化”によるスポーツ成長産業化へ

■重要ポイント



02-1.令和5年度 地域版SOIP – 概要
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スポーツを核とした地域活性化を目指したアクセラレーションプログラムを
実施。

事業名称：スポーツオープンイノベーション推進事業（地域版SOIPの先進事例形成）
運営受託：株式会社eiicon



02-1.令和5年度 地域版SOIP – コンセプト
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スポーツを核とした地域活性化を目指したアクセラレーションプログラムを
実施。



11

運営事務局が全体の土台となり、共創プロジェクトを地域パートナー、メ
ンターも支援しながら1年間のプログラムを展開。

02-1.令和5年度 地域版SOIP – プロジェクト体制図



02-2.令和5年度 地域版SOIP – 開催エリア・参画チーム
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全国の3つのエリアを舞台に地域パートナーと10のスポーツチーム・団体が
参画。

令和5年 九州エリア
地域パートナー 佐賀県 SAGA2024・SSP推進局

秋田ノーザンハピネッツ <バスケ>

モンテディオ山形 <サッカー>

仙台89ERS <バスケ>

令和5年 東北エリア
地域パートナー 株式会社JTB仙台支店

令和5年 関東エリア
地域パートナー 一般社団法人さいたまスポーツコミッション

三菱重工浦和レッズレディース <女子サッカー>

大宮アルディージャVENTUS <女子サッカー>

さいたまマラソン <マラソン>

さいたまブロンコス <バスケ>

久光スプリングス <女子バレーボール>

佐賀県山岳・
スポーツクライミング連盟 <クライミング>

佐賀バルーナーズ <バスケ>



02-3.令和5年度 地域版SOIP – 地域パートナー
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プログラムの運営、及び次年度以降の共創プロジェクトへの継続支援を行い、
当該地域におけるスポーツオープンイノベーションを推進。



02-4.令和5年度 地域版SOIP – メンター
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12名のメンターが本事業に参画。プログラムにおけるマッチング・採択企業の選定、
ビジネスモデル構築のアドバイス、実証に向けたインキュベーション期間でのアド
バイス等のメンタリングを支援。



02-4.令和5年度 地域版SOIP – サポーター企業

15

全国から集まった31社がサポーター企業として参画。実証フィールドや技術提供、
自社サービスとの連携等で、プログラムを通じたマッチングと共創プロジェクトの
成功に向けた支援体制を構築。



02-5.令和5年度 地域版SOIP – 運営事務局
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『BUSINESS BUILD（ビジネスビルド）』というeiiconオリジナルのアク
セラレーションプログラムスキームとコンサルティング等の伴走支援で、ス
ポーツチーム・団体、スポーツ庁産業のイノベーション創出に向けた活動を
支援。



03-1.プログラム概要 – 年間スケジュール
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03-2.プログラム概要 – 地域パートナーの公募と選定

適切な再委託先（地域パートナー）とプログラム実施地域を選定するために、
公募と審査を経て決定。公募・審査の結果、下記の地域パートナーとプログ
ラム実施地域が決定。
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03-3.令和5年度 地域版SOIP – ホストスポーツチーム
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地域パートナーと連携しながら、プログラム実施地域に根差すスポーツチーム・団
体を対象に、プログラムを通じて全国のスタートアップ・事業会社とのオープンイ
ノベーション・共創で新規事業創出、新たな価値創出を実施する主体者として参画
する「ホスト」を選出。

東北エリア

関東エリア

九州エリア



03-3.令和5年度 地域版SOIP – テーマ設計
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スポーツチーム、地域の抱える課題を深掘りしプログラムで取り組むテーマ
を設計。メンターのアドバイスも受けながらテーマ内容をブラッシュアップ。
《東北エリア》



03-3.令和5年度 地域版SOIP – テーマ設計
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《関東エリア》

スポーツチーム、地域の抱える課題を深掘りしプログラムで取り組むテーマ
を設計。メンターのアドバイスも受けながらテーマ内容をブラッシュアップ。



03-3.令和5年度 地域版SOIP – テーマ設計
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スポーツチーム、地域の抱える課題を深掘りしプログラムで取り組むテーマ
を設計。メンターのアドバイスも受けながらテーマ内容をブラッシュアップ。
《九州エリア》



04-1.令和5年度 地域版SOIP – パートナー企業の募集
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地域ごとの募集ページを作成し、地域特性やホストスポーツチームのテーマについ
て詳細に記載することで全国からパートナー企業を公募。



04-1.令和5年度 地域版SOIP – パートナー企業の募集
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日本最大級のオープンイノベーションプラットフォーム『AUBA』・メディア
『TOMORUBA』を活用した告知を実施。地域ごとにオンライン説明会も実施する
ことで募集ページには記載しきれない地域特性やチームの想いを発信。

共創先の企業を探せる日本最大級の
オープンイノベーションプラットフォーム

すでに
東証一部
上場企業の
7社に1社が登録30,000社

1,700社以上+

AUBA累計登録企業

累計共創実績

新規事業創出に向けたキーマンが
30,000名以上登録するWEBメディア

オンライン説明会
プログラム概要や募集テーマの説明と、

参加者との質疑応答も実施。



04-2.令和5年度 地域版SOIP – パートナー企業の選考
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ホストスポーツチーム、地域パートナー、事務局で書類選考、面談選考を実
施し、２日間のアクセラレーションプログラム「BUSINESS BUILD」に進
む企業を選定。

エリア スポーツチーム・団体 応募数 面談選考実施
企業数

BUSINESS BUILD
参加企業数

東北

秋田ノーザンハピネッツ 14 3 2

モンテディオ山形 20 5 2

仙台89ERS 18 5 2

関東

三菱重工 浦和レッズレディース 17 3 2

大宮アルディージャVENTUS 19 4 2

さいたまマラソン 12 4 2

さいたまブロンコス 16 4 2

九州

久光スプリングス 11 4 2

佐賀県山岳・スポーツクライミング連盟 8 3 2

佐賀バルーナーズ 22 3 2

合計 157件 38社 20社



04-3.令和5年度 地域版SOIP – BUSINESS BUILD
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ビジネスとして社会実装を目指すプランへ2日間でブラッシュアップすること
を目的に、選考通過企業が事務局のサポートを受けながら2日間のディスカッ
ションを通じて事業プランを策定。

《タイムテーブル》《開催概要》
エリア 開催日時 開催場所

関東 2023年10月17日(火)~
2023年10月18日(水)

埼玉スタジアム
（〒336-0967 さいたま市緑区美園２－１）

九州 2023年10月23日(月)~
2023年10月24日(火)

SAGAアリーナ
（〒849-0923 佐賀市日の出2丁目1番10号）

東北 2023年11月09日(木)~
2023年11月10日(金)

STUDIO 080
(〒983-0036 宮城県仙台市宮城野区苦竹3-1-6)



04-3.令和5年度 地域版SOIP – BUSINESS BUILD

27

ブラッシュアップされた事業プランを2日目のプレゼンで発表し、実証・実装
に向けたインキュベーションへと進む事業プランとパートナー企業を採択。

《ディスカッション》 《最終プレゼン》 《集合写真》



04-4.令和5年度 地域版SOIP – 共創パートナー企業の決定
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エリア スポーツチーム・団体 採択企業 共創プロジェクトタイトル

東北

秋田ノーザンハピネッツ 株式会社エーエスピー 秋田の「お米」をベースにした新しい元氣食品
「ローカルヘルシーフード」開発

モンテディオ山形 株式会社ボイスクリエーションシュクル 「“声”のチカラを起点に高齢者が輝き活躍する
地域へ」 O-60 モンテディオやまびこ

仙台89ERS 株式会社ナビタイムジャパン クラブ、来場者、住民、地域事業者
みんなで創るバスケの街

関東

三菱重工 浦和レッズレディース 株式会社ユーフォリア 育成年代の女性アスリートのための
コンディショニングモデルの開発

大宮アルディージャVENTUS eatas株式会社 女子サッカー選手が考案！楽しく食べながら
体も心も成長する『進化ごはん』

さいたまマラソン 株式会社グレースイメージング 日本一笑顔になれる！さいたまマラソン

さいたまブロンコス 株式会社グローバルキャスト
ブロンコスひらめきラボ
～地元チームとさいたまで育む子どもの未来と家族
の絆～

九州

久光スプリングス エンゲート株式会社 持続可能な形で「女性×地域×スポーツ」を支える
～地域経済・社会にうねりを起こす！in SAGA～

佐賀県山岳・スポーツクライミング連盟 株式会社Asian Bridge 佐賀から始めるサスティナブルな未来の構築
～リアルイベント✕デジタル✕地域の力～

佐賀バルーナーズ 株式会社and.d バルーナーズを起点に“佐賀を楽しむ”を
アシストするAIチャットボット

《採択企業・プロジェクト一覧》



29

共創ビジネスアイデアの社会実装へのインキュベーション期間として、約5カ
月間のPoC・事業プランのブラッシュアップを実施。プロジェクトごとに事
務局メンターと地域パートナーがサポートメンバーとして担当し、事業が円
滑に進むように伴走支援を実施。

05-1.令和5年度 地域版SOIP –インキュベーション



05-2.令和5年度 地域版SOIP – インキュベーション
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次年度以降の事業継続を判断するためのKPIを設定し、顧客のニーズ調査、
サービス満足度調査、技術検証などの目的で複数回のPoCを実施。



05-3.令和5年度 地域版SOIP – インキュベーション
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BUSINESS BUILDに参加したメンターが各プロジェクトを担当制で支援。
定期メンタリングに加え、PoCでのアドバイスなど様々なサポートを実施。



06-1.令和5年度 地域版SOIP – 地域主催DEMODAY
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地域版SOIPの周知、ホストスポーツチーム・団体と採択企業による共創プロ
ジェクト内容の周知、スポーツの力を活用したイノベーション創出の方法の
ノウハウ共有、地域での人脈形成などを目的に、3地域でのDEMODAYを開
催。

《開催概要》

エリア 開催日時 開催場所 イベントタイトル

関東 2024年3月4日(月)
14:00~16:30

市民会館おおみや「RaiBoC Hall」
（埼玉県さいたま市大宮区大門町2-118 大宮門街6階） SAITAMAから始まるスポーツビジネスの輪

九州 2024年3月25日(月)
15:00~16:45

グランデはがくれ
（佐賀県佐賀市天神2-1-36）

スポーツ産業での“ビジネスチャンス”を探る
SSPスポーツビジネスシンポジウム

東北 2024年3月6日(水)
13:00~14:10

KHB東日本放送ぐりりホール 
（宮城県仙台市太白区あすと長町1丁目3-15）

TOHOKU スポーツビジネス シンポジウム
～東北でのスポーツビジネスの可能性～



06-1.令和5年度 地域版SOIP – 地域主催DEMODAY
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《東北》 《関東》

開催日時 開催場所 参加人数

2024年3月4日(月)
14:00~16:30

市民会館おおみや「RaiBoC Hall」
（さいたま市大宮区大門町2-118 大宮門街6階） 50名

《主なコンテンツ》
〇《経済産業省 関東経済産業局 産業部 流通・サービス産業課》
「スポーツ産業との連携によるサービス産業の競争力強化に向けて」

〇《埼玉県 商業・サービス産業支援課》
「スポーツビジネスネットワーク埼玉の活動について」

〇《一般社団法人さいたまスポーツコミッション/各共創チーム》
「地域版SOIP実証事業の進捗について」

〇ネットワーキング

開催日時 開催場所 参加人数

2024年3月6日(水)
13:00~14:10

KHB東日本放送ぐりりホール 
（宮城県仙台市太白区あすと長町1丁目3-15） 50名

《主なコンテンツ》

〇 SOIP事業３チーム(３プロジェクト）の概要説明

〇  東北経済産業局と３チームとのトークセッション
「東北での スポーツ  企業 の可能性」

〇 ネットワーキング



06-1.令和5年度 地域版SOIP – 地域主催DEMODAY
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《九州》

開催日時 開催場所 参加人数

2024年3月25日(月)
15:00~16:45

グランデはがくれ
（佐賀県佐賀市天神2-1-36） 100名

《主なコンテンツ》

〇 トークセッション 「なぜ いまスポーツビジネスなのか」

〇  事例発表
スポーツ庁が推進する「地域版SOIP」にて佐賀の3チームが取り組んだ
プロジェクトの成果発表を実施

〇 ネットワーキング
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プログラムの集大成としてDEMODAYを東京で開催し、10の共創プロジェク
トの実証成果と今後の展開をピッチ。スポーツビジネス、地域での新たな取
り組みを志す400名とのネットワーキングで新たな仲間と出会える場を創出。

開催日時 開催場所 参加人数

2024年3月21日（木）
13:00～19:00 EBiS303 イベントホール

（東京都渋谷区恵比寿1-20-8 エビススバルビル3F）
400名

《主なコンテンツ》
〇 SPECIAL SESSION キーマンたちが多角的視点で語るクラブと地域

―川崎フロンターレからひも解くスポーツの可能性―

パネラー 黒木 透氏 株式会社川崎フロンターレ 事業本部 
  フットボール事業統括部 プロモーション部 
  兼 経営企画部 マネージャー

平原 依文氏 HI合同会社 代表
鈴木 順氏 公益社団法人日本プロサッカーリーグ

  サステナビリティ部 社会連携グループマネージャー
モデレーター 平地 大樹氏   プラスクラス・スポーツ・インキュベーション

 株式会社 代表取締役インキュベーター
〇CO-CREATION PITCH 3エリア、10の共創プロジェクトの成果発表

〇ネットワーキング
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10の共創プロジェクトピッチの中から3つのプロジェクトが選抜され受賞。
今後の事業継続の後押しに。

※10の共創プロジェクトの概要や実証実験の成果は別添（成果報告書（事例集））を参照ください。
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10の共創プロジェクトピッチの中から3つのプロジェクトが選抜され受賞。
今後の事業継続の後押しに。

最優秀賞

エリア スポーツチーム・団体・パートナー企業 プロジェクトタイトル

東北 秋田ノーザンハピネッツ（バスケットボール）
株式会社エーエスピー 秋田の「お米」をベースにした新しい元氣食品「ローカルヘルシーフード」開発

審査員
特別賞

エリア スポーツチーム・団体・パートナー企業 プロジェクトタイトル

関東 大宮アルディージャVENTUS（女子サッカー）
eatas株式会社 女子サッカー選手が考案！楽しく食べながら体も心も成長する『進化ごはん』

オーディ
エンス賞

エリア スポーツチーム・団体・パートナー企業 プロジェクトタイトル

関東 さいたまブロンコス（バスケットボール）
株式会社グローバルキャスト 子どものための体験型アントレプレナーシップ育成講座 ブロンコスひらめきラボ

※10の共創プロジェクトの概要や実証実験の成果は別添（成果報告書（事例集））を参照ください。
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本事業を通し、3年間で９エリア・３０の共創プロジェクトが誕生したー

初年度「スポーツ×他産業」により新たな可能性が生まれ、
次年度はその活動がより「地域」に貢献する新しい形を作り上げた。

今年度はより持続可能なものとするスポーツビジネスを通した収益性を求める
事業として昇華し、スポーツ産業・地域にとって新たな価値となった。

「スポーツは成長産業だ」

今後は誕生したプロジェクトのさらなる進化と
これから生まれる新たなプロジェクトに注目いただきたい。



本報告書は、令和5年度スポーツ庁委託事業として、株式会社eiiconが実施し
たスポーツ産業の成長促進事業「スポーツオープンイノベーション推進事業
（地域版SOIPの先進事例形成）」の成果を取りまとめたものです。
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手続きが必要で
す。
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【 本件に関する問い合わせ 】
株式会社eiicon

令和5年度 地域版SOIP運営事務局
（local-SOIP@eiicon.net）

2024年3月31日
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